
 

 

 

 

 

発行日 令和 4年 11月 1日（奇数月発行） 

 

第 36 号 

秋葉区 
ボランティア・ 
市民活動センター 
だより 

FMにいつ 76.1『クリック！秋葉区』で毎月第 3･5金曜日 10：07頃にボランティア情報を放送中！ 

 
 会 場 

令和 4年１２月 3日 (土) 
13：30～16：00(開場 13：00) 

秋葉区文化会館 ホール 
（秋葉区新栄町 4-23） 

会 場 

主催 秋葉区社会福祉協議会 共催 新潟市（秋葉区健康福祉課） 

会 場 
オンライン 

各 300 名 

🔷シンポジウム 

 

 

 

＜シンポジスト＞ 

（社福）藤の木原福祉会 理事長       

（株） 馬場工務所 代表取締役         
 秋葉区第一層支え合いのしくみづくり推進員   
 秋葉区社会福祉協議会               
＜コーディネーター＞ 
新潟医療福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科  

        教 授  青木 茂  氏 
【申し込み方法】 

 秋葉区社協まで FAX・電話・メールで 

お申し込みください。 

なお、オンライン参加の場合、必ずQR コードより 

お申込みくださいますようお願い申し上げます。 

申込み・問合せ 秋葉区社会福祉協議会 TEL0250-24-8376 
手話通訳 
要約筆記 
あり 

  日 時 

 「つながり」の次のカタチ 

～連携した取り組みが地域の大きな力に～ 

令和 4年度 秋葉区社会福祉協議会 

地域福祉推進フォーラム 
 
 

参加費 
無料 

コロナ禍にあっても地域の絆を繋いでいくために、今だ

からこそ求められている地域福祉について考えます 

 
 

 

 
日 時 １２月４日（日） ①10：00～ 

            ②14：00～ 

会 場 ①新津地域交流センター３階多目的ホール 

②きゃんばす（秋葉区新津本町） 

対 象 一般区民 

内 容 ① ・精神障がいの理解 

       ささえ愛よろずクリニック  

今村達弥 医師 

      ・秋葉区内施設紹介 

    ②きゃんばす見学（希望者） 

参加費  無料 

定 員  ５０名（先着） 

申込み  秋葉区健康福祉課 TEL0250-25-5682 

     

 

     

 

［第一部］社会福祉功労者表彰式 

［第二部］地域福祉推進フォーラム 

 

 

講 座 案 内 

企業や福祉施設の皆様も

ぜひご参加下さい！ 

障害者と共に歩む地域社会を目指すシンポジウム 

精神障がいについて学ぼう 

 

日 時 11月 27日（日）13：00～16：25（予定） 

会 場 新津地域交流センター 3F多目的ホール 

内 容 基調講演 ハローワーク新津 小林将崇 様 

        ～障害者の雇用と定着の推進、 

自立と社会参加の実現を図る～ 

    事例発表 （有）   新津清掃社 様 

         （NPO）幕開けプロジェクト 様 

    映画上映会 「1/4の奇跡」～本当のことだから～ 

 

 

きゃんば

すは精神

障がいの

方の憩い

の家です 

定 員 100名（事前申し込み・先着順） 

参加費  無料 

申込み 新津ロータリークラブ事務局 

（新津商工会議所内） 

TEL0250-22-0121 FAX0250-25-2332 

Mail   niitsurc@fsinet.or.jp 

 お車は一六の市開催場所に

お停めください 

参加方法  

 
会場参加またはオンライン参加 オンライン参加 

専用申込フォーム 

佐藤賢太 氏 

馬場一也 氏 

市橋 栞 

藤田知美 

ひきこもりを学ぶ講座 
 ひきこもりの状態が生まれている背景には、さまざまな社会問題が 

あります。ひきこもりについて一緒に考えませんか 
日 時  11月 13日（日）    

会 場   新津健康センター3 階 第１・２会議室 

  

対 象    ・ひきこもりに関心のある方 

・ひきこもりの状態にある方のご家族 

      （第二部の懇談会はご家族の方のみ対象です） 

第一部 講演会 
14:00～15:00 

「ひきこもりの理解と 
家族・地域の関わり方」 

講師 齋藤 勇太 氏 
（新潟市ひきこもり相談支援

センター 事業責任者） 

第二部 懇談会（ご家族のみ） 

             15:15～16:15 

講師の齋藤さんとひきこもり支援をされ

ている NPO 法人ここスタの小澤さんを交

えて懇談会を行います。 

日頃の悩みや思いを語り合いませんか。 

どうぞお気軽にご参加ください。 

  ※懇談会は、ご家族の方のみ対象です。 

定 員     ４０名 

当日はワクチン

接種会場になる

ため区役所駐車

場をご利用くだ

さい 

申込み   11 月 11 日（金）までに秋葉区社協へ FAX・電話・メール

にてお申し込みください。 

参加費    無料 



 

 

秋葉区社会福祉協議会 

秋葉区ボランティア・市民活動センター 

〒956-0864  

新潟市秋葉区新津本町１丁目２番 39 号 

新津地域交流センター２Ｆ 

TEL：0250-24-8345 

FAX：0250-23-3322 

e-mail：vsc-akiha@syakyo-niigatacity.or.jp 

 

●ボランティアに関するご相談・お問い合わせ 

 ご意見・ご感想など、ぜひお気軽にご連絡ください。 

■開所時間 

 月曜～金曜 

 ８：３０～１７：１５ 

『ボラフル』を店頭や窓口などに設置いただける設置協力店を募集しています！ぜひご協力ください！ 

秋葉区ボラセンでは、運営委員の皆様からご意見を

いただきながら、より良い運営を目指しています！ 

リレー ☆ コラム Vol.22 

運営委員の皆様のコラムをご紹介♪ 

佐々木 委員長 NPO法人ディンプルアイランド 

 
ボラセン 

直通番号 

です！ 新津地域交流センターは 

ＪＲ新津駅東口から徒歩

２分のところにあります！ 

 

秋葉区ボランティア・市民活動センター 

TEL 0250-24-8345(ボラセン直通) 

 

問合せ 

申込み 

 

発達障がい、精神障がいをお持ちの方々が、体調に合わ

せて仕事をするため、その一人ひとりのペースに寄り添った

支援をしています 

施設内では、シール貼りなどの軽作業や木工製品作りを

しています。施設外では「まごの手サービス」という高齢者

世帯や子育て世帯のちょっとしたお手伝い(草取りや家具の

移動)を利用者と支援者がチームになって活動しています。 

ボランティアのご協力をお願いします。 

 

場 所 秋葉区朝日１４２―３ 古津駅近く 

内 容 軽作業見守り・草とり 

木工製品作成・軽作業※細かな作業が多いです 

   活動日 平日 

時 間 10：00～12：00 13：00～15：30 

※元気力アップ登録施設 

 

調理師の資格がなくても、料理が苦手な方で 

も大丈夫です。子どもの見守りは子どもと一緒に 

走れなくても大丈夫！！できる日のできる時間で 

OKです。できることを無理のない範囲でお手伝 

いしてもらえたら助かります。 

子どもの笑い声、元気な姿を見に来ませんか？ 

場 所 秋葉区横川浜 3222 明願寺 

日にち 毎月第 2.4月曜日（月 1回の時もあり） 

時 間 15:00～18:30（18：00にお弁当配布） 

内 容 お弁当の調理、子どもの見守り 

     配膳、受付など 

 

 

 

 

 

 

ボランティア募集
 

元気力アップ・サポーターの皆さんと個人ボラ

ンティアの皆さんが作成した足置きを随時施設に

お配りして施設とボランティアを繋いでいます。 

まだ、在庫がございますのでご希望の施設は、

ご連絡ください。 

また、囲碁、将棋、芸能、話し相手などボラ 

ンティアの皆さんが、施設訪問できる日を楽し 

みに待っています。 

コロナ禍ではございますが、訪問活動が可能な 

施設がございましたらお知らせください。 

 
作ってほしいもの

なども募集して

います 

情報コーナー 

こすどっ子食堂 就労支援事業所 メロディ 

コロナ禍でも

繋がろう!! 

施設の皆様へ 

お知らせとお願い 

お野菜（B級品でも可）や調味料などの

食材の寄付はいつでもお待ちしています 

※主催者がボランティア行事用保険に加入しますので 

安心して活動できます。 

詳しい日時や活動の様子は、明願寺ホームページ、 

Facebook、インスタグラム等をご覧ください！ 

2002年に始めたバンブーキッズが 20年目。月日の経つのは

早いものですね！秋葉区に嫁いで新町で始めた児童クラブ。 

地域の皆様、保護者の皆様、こどもたち。 

たくさんの皆様のご理解とご協力の賜です。 

今年も夏休みに新町の観音寺様で子どもたちが 

座禅体験をさせていただきました。 

訪れるたびに温かい言葉を頂く子どもたち。 

「正しいという字は一に止まると書いて正しいと書くからあわ

ただしい日常のなかでも一時足を止めて心を落ち着かせること

も大切。」…心に響き私に教えてくれました。普段とは違う環

境で貴重な体験ができる幸せを改めて感じます。 

名前のごとく曲がってもまっすぐお日様に 

向かって伸びていく竹（バンブー）のように、 

子どもたちの成長と発達をこれからも 

地域の皆様と共に見守っていきたいと思います。 


